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一一人口の動き一一

一12月1日現在一

男5．927（一23〉

女　6．099（一1）

計12．026（一24）

世帯数　2．598（o）

（）内は前月との比較
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印刷／白南風社定価／・部5円発行／川西町役場　編集／企画室

仙田に雪上車を配置

　冬になると、ちょっとオーバー

な言い方をすれぱ、さながら“陸

の孤島、、化してしまう仙田地区。

　その悩みを少しでも解消するた

め、雪上車の導入を計画し、県に

要望して蔚りましたが、このほど

配置が正式に決まり、さる5日に

引き渡し事務を完了、6日には仙

田入りが実現しました。

　雪上車は、雪が積もった道路の

圧雪をして道をつけ、急患の輸送

消防ポンプの急送などの便をはか

ります。むろん、通学道路の確保

にも役だつでしよう。ちなみに、

昨冬、県下の雪上車の走行距離は

多いところで一台が5・000キ・

を記録しているそうです。

　写真が、仙田に常駐する雪上車

です　（5日写す）。
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収
穫
作
業
が
一
段
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落
し
て
十
一
月
と
も
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な
る
と
、
町
営
、
部
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落
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そ
の
他
の
公
共
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事
業
の
完
了
に
伴
う
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落
成
式
や
完
成
祝
い

×××

　
　
　
　
　
　
が
ほ
と
ん
ど
連
日
に

××

　
　
　
　
　
　
わ
た
っ
て
各
地
区
で

×××

　
　
　
　
　
　
行
な
わ
れ
る
の
が
毎

×　

欺
年
の
例
で
あ
っ
た
。
こ
と
し
は
、
こ

継
の
慣
行
を
改
善
す
る
た
め
、
す
べ
て

　

欺
の
公
共
事
業
を
ひ
っ
く
る
め
た
合
同

欺
落
成
式
を
十
一
月
十
日
に
千
手
小
学

　

欺
校
で
挙
行
し
た
。
対
象
事
業
は
、
道

欺
路
工
事
や
災
害
復
旧
工
事
そ
の
他
町

　

欺
の
事
業
が
五
十
三
件
、
土
地
改
良
区

欺
や
部
落
関
係
の
事
業
が
二
十
数
件
で

　

欺
事
業
費
の
総
額
は
八
千
万
円
を
越
え

継
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
個
々

　

欺
に
落
成
式
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
は

欺
そ
の
経
費
と
時
間
的
損
失
も
さ
る
こ

　

継
と
な
が
ら
、
日
常
の
公
務
に
も
さ
し

欺
つ
か
え
る
こ
と
と
な
り
、
有
形
無
形

　

欺
の
ム
ダ
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
こ
の

欺
不
合
理
を
改
め
る
た
め
の
試
み
と
し

　

黙
て
行
な
わ
れ
た
合
同
落
成
式
の
意
義

継
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が

　

欺
同
時
に
、
ム
「
後
そ
の
趣
旨
に
反
す
る

罧
よ
う
な
慣
行
が
復
活
し
な
い
よ
う
、
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×
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囹
行
　
　
　
事

十
二
月

十
日
　
米
多
収
穫
競
作
会
表
彰
式
（
農

　
業
セ
ン
タ
ー
で
）

十
一
日
　
総
合
開
発
計
画
審
議
会
の
総

　
合
部
会
を
役
場
で
ひ
ら
く
。

十
二
日
　
午
後
か
ら
役
場
で
、
国
土
調

　
査
委
員
会
を
ひ
ら
く
。

十
五
日
　
郵
便
番
号
記
載
強
調
週
間
が

、
×
×
U
入
　
V
ハ
×
×
V
〈
×
×
×
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〈
V
〈
V
〈
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〉
ハ
×
×
，
）
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×
X
×
）
入
　
〉
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〉
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

式
の
運
営
や
P
R
に
は
い
っ
そ
う
の
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

創
意
工
夫
が
期
待
さ
れ
る
。
　
　
　
欺

　
十
月
一
日
付
で
発
足
し
た
総
合
開
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
計
画
審
議
会
の
第
一
回
全
体
会
議
罧

が
＋
一
月
十
五
日
に
招
集
さ
れ
た
。
罧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
日
は
、
別
面
所
報
の
よ
・
つ
に
正
欺

副
会
長
の
互
選
、
部
会
の
構
成
及
ぴ
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
副
委
員
長
互
選
の
ほ
か
、
根
津
町
欺

長
の
諮
問
に
対
す
る
合
、
後
の
審
議
の
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
針
が
検
討
さ
れ
た
程
度
で
、
本
格
継

的
審
議
は
、
十
二
月
以
降
に
予
定
さ
淑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
る
各
部
会
の
招
集
を
待
っ
て
淑

行
な
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
町
総
合
開
発
計
画
の
一
部
継

門
と
な
る
仙
田
地
区
開
発
計
画
に
つ
淑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
は
、
県
及
ぴ
県
議
会
に
対
す
る
継

陳
情
が
採
択
さ
れ
て
、
来
年
度
か
ら
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
単
山
村
振
興
事
業
の
指
定
を
受
け
欺

る
こ
と
が
内
定
し
た
。
こ
の
た
め
十
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
十
四
日
県
企
画
部
豪
雪
地
域
振
欺

興
課
の
長
谷
川
課
長
補
佐
が
現
地
視
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

察
に
来
町
し
た
ほ
か
、
同
日
県
庁
で
継

関
係
町
村
の
指
定
申
請
事
務
打
合
が
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
」
と
り
欺

あ
え
ず
十
二
月
十
日
ま
で
に
振
興
構
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

想
の
概
要
等
の
資
料
を
添
え
て
申
請
朕

書
を
提
出
し
、
県
の
承
認
を
得
て
三
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
上
旬
ま
で
に
振
興
計
画
原
案
を
提
欺

出
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
（
M
）
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
始
ま
り
、
年
賀
郵
硬
の
特
別
取
り
扱

　
い
も
こ
の
日
受
け
付
け
開
始
。

二
十
三
巳
、
二
十
四
日
の
両
日
に
わ
た

　
つ
て
町
議
会
定
例
会
を
召
集
、
請
願

　
三
件
の
継
続
審
査
分
結
果
報
告
と
、

　
新
規
請
願
三
件
や
四
十
二
年
度
各
会

　
計
決
算
を
審
議
す
る
予
定
。

　
一
　
月

六
日
　
消
防
団
の
出
ぞ
め
式
。

八
日
　
学
校
も
い
よ
い
よ
三
学
期
で
す
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総
合
開
発
計
画
審
議
会
が
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
五
つ
の
部
会
を
構
成

　
　
　
　
　
　
四
十
人

　
町
議
会
九
月
定
例
会
で
設
置
条
例
が
成
立
し
、
そ
の
構
成
や
資
料
作
成
の
た
め
、
準
備
期
間
を

お
い
て
い
た
川
西
町
総
合
開
発
計
画
審
議
会
は
、
さ
る
十
一
月
十
五
日
、
役
場
で
第
一
回
の
会
議

を
ひ
ら
き
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
会
議
は
根
津
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
担
当
の
丸

山
企
画
室
長
に
よ
る
審
議
会
条
例
と
規
則
の
説
明
が
あ
っ
た
の
ち
、
正
副
会
長
の
互
選
、
諮
問
の

趣
旨
説
明
を
経
て
、
最
後
に
、
五
つ
か
ら
な
る
部
会
の
編
成
を
行
な
い
、
予
定
し
て
い
た
全
日
程

を
消
化
い
た
し
ま
し
た
。

会
長
に
は

　
　
和
久
井
議
長
が

　
審
議
会
は
、
委
員
四
十
人
以
内
で
組

織
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
定
数
い
っ
ぱ
い
の
人
数
構
成
に
よ
り

ス
タ
t
ト
し
、
そ
の
内
訳
は
、
町
議
会

議
員
（
全
員
、
現
在
欠
員
二
の
た
め
二

十
四
人
）
、
教
育
委
員
（
二
人
）
、
農

業
委
員
（
二
人
）
、
団
体
等
の
役
職
員

（
農
協
か
ら
四
人
、
商
工
会
、
消
防
団

青
年
層
、
婦
人
会
か
ら
各
一
人
、
計
八

人
）
、
学
識
経
験
者
（
四
人
）
。
さ
ら

に
、
こ
れ
を
地
域
別
に
分
け
て
み
る
と

千
手
十
三
人
、
上
野
七
人
、
橘
十
人
、

仙
田
十
人
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
四
十
人
が
、
・
総
合
　
・
産
業

・
建
設
　
・
文
教
　
・
厚
生
　
以
上
五

つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

管
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
し
て
ゆ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
部
会
別
の
委
員
氏
名
は
別
項
の
と
お

り
で
す
。

ま
た
、
条
例
と
規
則
の
説
明
、
質
疑
の

あ
と
、
た
だ
ち
に
行
な
っ
た
、
会
長
と

副
会
長
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
選
考
委

員
を
あ
げ
て
選
ぶ
の
が
適
当
だ
と
し
て

町
長
指
名
に
よ
る
七
人
の
選
考
委
員
に

こ
れ
を
一
任
し
た
結
果
、
会
長
に
和
久

井
精
一
、
副
会
長
に
清
水
儀
七
の
両
氏

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

（
初
会
議
の
も
よ
う
）

部
会
の

構
成

◎
委
員
長
○
副

委
員
長

総
合
部
会

平
野
圭
二
、
馬
場
卜

禅
、
和
久
井
精
一
、

◎
小
林
与
作
、
斉
木

定
太
郎
、
数
藤
徳
義

○
高
橋
友
義
、
富
井

正
治
、
野
沢
秀
保
、

以
上
九
人
。
こ
の
ほ

か
、
他
の
四
部
会
か

ら
委
員
長
が
加
わ
る

産
業
部
会

◎
中
村
金
作
、
山
家

音
平
、
水
落
達
一
、

中
村
昌
平
、
押
木
二

吉
、
○
上
村
常
助
、

蔵
品
茂
雄
、
清
水
京

平
、
山
田
喜
雄
、
以

上
九
人
。

　
　
　
　
　
　
　
◎
田
中
与
三
郎
、

建
設
部
会
　
　
　
　
　
＼
ー

　
　
　
　
　
　
　
丸
山
恒
正
、
刀
力

清
次
、
滋
野
一
郎
、
高
橋
惣
八
郎
、
○

小
林
猪
作
、
羽
鳥
朔
市
、
臼
井
源
次
、

以
上
八
人
。

文
教
部
会
　
　
○
小
林
申
一
、
和

　
　
　
　
　
　
　
田
光
興
、
斉
喜
政

良
、
登
坂
敬
恒
、
清
水
儀
七
、
丸
山
富

司
、
◎
丸
山
宗
太
郎
、
以
上
七
人
。

厚
生
部
会
　
　
◎
市
劃
開
里
、
星

　
　
　
　
　
　
　
　
名
安
信
、
○
内
山

常
治
郎
、
丸
山
茂
吉
、
桐
生
昌
平
、
樋

口
辰
治
、
田
口
ト
ウ
、
以
上
七
人
。

明
年
九
月
末
に

　
　
　
　
結
論
を

　
『
豪
雪
山
間
地
と
し
て
の
悪
条
件
を

克
服
し
て
住
民
の
福
祉
を
増
進
し
、
所

得
水
準
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
経
済

社
会
、
文
化
等
の
総
合
的
見
地
か
ら
、

土
地
の
総
合
開
発
利
用
、
産
業
基
盤
の

整
備
、
お
よ
び
産
業
構
造
の
近
代
化
に

よ
る
産
業
振
興
、
な
ら
ぴ
に
生
活
環
境

整
備
に
関
す
る
川
西
町
の
総
合
開
発
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
。
』

　
以
上
の
よ
う
な
趣
旨
の
諮
問
を
受
け

て
、
審
議
会
と
し
て
は
、
十
年
後
の
昭

和
五
十
三
年
を
目
標
に
し
た
基
本
構
想

を
も
と
に
、
四
十
八
年
ま
で
の
五
か
年

の
基
本
計
画
、
さ
ら
に
、
、
四
十
六
年
ま

で
三
か
年
の
実
施
計
画
を
立
て
る
た
め

審
議
と
調
査
活
動
を
行
な
い
ま
す
。
そ

し
て
策
定
の
最
終
段
階
に
あ
た
る
実
施

計
画
は
明
年
九
月
末
ま
で
に
成
案
を
出

す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
会
の
発
足
と
同
時
に
、

広
範
囲
に
わ
た
る
事
務
処
理
の
た
め
に

田
口
助
役
を
局
長
と
す
る
四
十
三
人
編

成
の
同
計
画
策
定
事
務
局
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
事
務
局
に
は
、
増
田
収
入
役
と

杉
本
教
育
長
が
幹
事
と
し
て
参
加
し
て

お
り
、
事
務
局
の
庶
務
は
企
画
室
が
担

当
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

議
会
の
動
き
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

四
日
　
高
橋
前
県
会
議
長
の
合
同
葬
に

　
議
長
出
席
。
総
交
委
員
現
地
視
察
。

五
日
　
土
厚
委
員
現
地
視
察
。

六
日
　
柏
崎
港
期
成
同
盟
会
に
議
長
出

席
。

七
日
　
産
経
委
員
現
地
視
察
。

十
一
日
　
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

十
四
日
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
築
工
事

　
落
成
式
に
土
厚
委
員
長
出
席
。

十
八
日
　
総
文
委
員
会

二
十
日
　
土
厚
委
員
会

二
十
二
日
　
産
経
委
員
会

二
十
六
日
　
議
員
定
数
調
査
特
別
委
員

　
会
（
通
算
三
回
目
）
σ

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

桐
生
周
平
氏

　
　
　
　
　
　
（
町
議
会
議
員
）

大
白
倉

出
身
、

大
正
二

年
三
月

三
＋
日

生
ま
れ

五
＋
五

歳
。
さ
る
十
一
月
十
日
自
宅
で
死
亡
。

　
こ
れ
ま
で
、
旧
仙
田
村
消
防
団
第
七

部
長
、
仙
田
農
協
理
事
（
一
期
）
な
ど

を
歴
任
。
四
十
年
八
月
初
当
選
。
土
厚

委
員
会
に
所
属
し
て
大
白
倉
万
柿
坂
線

の
舗
装
実
現
に
努
力
さ
れ
た
が
、
合
同

落
成
式
当
日
、
式
に
参
列
し
な
い
ま
ま

死
去
さ
れ
ま
し
た
。

《らし劃の
小
包
な
ど
は
、

出
し
て
し
ま
う
こ
と
　
．
、
す
。

荷
造
り
を
特
に
念
入
の
に
す
る
こ

と
も
必
要
で
し
ょ
ろ
。

ヨ
髭
ぼ
齢
繧
棚
擶
珠

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
と
な
っ
て

い
て
も
、
確
実
に
元
日
配
達
に
ま

に
あ
わ
せ
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
二

十
二
日
ま
で
に
お
出
し
い
た
だ
き

た
い
。
こ
れ
が
郵
便
局
か
ら
の
呼

び
か
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
十

四
、
十
五
日
の
土
、
日
曜
日
が
、

年
賀
状
を
書
く
に
は
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

厘
曝
は
、
「
恥
響
三
隷

分
け
て
た
は
ね
、
そ
れ
ぞ
ボ
し
た

ば
に
付
せ
ん
を
つ
け
て
さ
し
出
し

ま
す
。
ま
た
、
郵
便
番
号
を
記
入

す
る
こ
と
、
お
年
玉
つ
き
年
賀
は

が
き
以
外
の
は
が
き
を
使
う
と
き

は
、
あ
て
先
を
書
く
面
の
左
側
に

「
年
賀
」
と
朱
記
す
る
な
ど
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
ば
鯵
議
繕
壁
鵠

先
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
し
て
、
，

配
達
で
き
な
い
郵
便
物
は
、
全
国

で
、
一
日
三
＋
二
万
通
も
あ
る
そ

う
で
す
。
あ
て
名
は
省
略
し
な
い

で
正
確
に
記
入
し
、
年
賀
状
の
ま

い
子
を
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。

團
麟
誰

か
ら
年
賀
状
の
受

け
付
け
が
始
ま
り

忙
し
さ
が
倍
加
す

る
の
で
、
贈
答
用

　
十
五
日
ま
一
．
」
に

　
　
　
　
　
包
装
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まず足を確保／雪の対策
　　沿道のみなさんにお願い

…
　
北
西
の
季
節
風
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
長
期
予
報

”
に
よ
る
と
、
半
ぱ
こ
ろ
の
、
大
陸
か
ら
張
り
出
し
て

”
い
た
気
圧
の
谷
が
通
っ
た
あ
と
に
、
強
い
季
節
風
が

…
吹
い
て
雪
が
降
り
や
す
く
な
り
、
一
月
に
は
、
高
気

”
圧
が
発
達
、
数
回
に
わ
た
っ
て
寒
気
が
吹
き
出
し
、

”
平
野
部
で
も
、
局
地
的
に
雪
は
多
い
と
い
い
ま
す
。

…
　
暗
い
、
ま
っ
た
く
い
や
に
な
る
冬
、
雪
と
い
う
厚

”
い
壁
、
そ
の
壁
が
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
存
在

”
と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

…
　
し
か
し
、
い
ま
で
は
除
雪
機
械
の
発
達
に
よ
っ
て

”
雪
に
と
じ
こ
め
ら
れ
た
生
活
を
、
た
だ
宿
命
と
し
て

”
あ
き
ら
め
る
時
代
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

川
　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
主
要
道
路
に
つ
い
て
は
年
々

…
無
雪
化
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
機
械
力
を
フ

一
ル
に
活
用
し
て
、
冬
で
も
車
の
交
通
は
可
能
と
い
う

川
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に
な
っ
て
、
町
は
こ
の
た
め
、

”
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

”
　
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
本
格
的
な
冬
を
ひ
か

…
え
て
無
雪
道
路
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
こ
ん
ご
の

“
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山
本

＜主要道路の除雪計画図＞

交
叉
点

高
田
町

田川町
㎜111皿

中
条
駅

北
原

下
条
駅

…　木落

樽

宮
肇盟ll髄llll霞 消防署 栗

千十日町駅
手

北
鐙

踏
切

上
㎝Illll“llIlllIIIllII 坂　

　
　
山

　
　
　
ケ
郡

樽
沢
　
名
城

　
　
　
　
頸

　
　
　
　
東

　
浅
川
原室島

■■圏全期間二車線の自動車運行を確保
闘1㎜“口“““全期間一車線の自動車運行を確保

一原則的には一車線の交通を確保するが、一時
　　　あるいは短期の車両通行不能となる路線
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道
路
除
雪
の
要
望
は

　
　
　
　
土
木
課
　
へ

　
主
要
道
路
の
除
雪
計
画
に
つ
い
て
は

左
上
の
図
の
と
お
り
で
す
が
、
力
を
合

わ
せ
て
雪
の
重
荷
を
は
ね
と
ぱ
し
、
明

る
い
冬
を
実
現
す
る
た
め
、
沿
道
の
み

な
さ
ん
に
は
、
特
に
次
の
点
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
玄
関
へ
の
入
口
が
除
雪
作
業
で
ふ

　
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷

　
惑
で
も
、
各
家
庭
で
手
直
し
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。
小
路
の
入
口
な
ど
も
同

様
で
す
。

▼
　
屋
根
の
雪
お
ろ
し
後
は
積
み
重
ね

　
整
理
を
し
て
、
道
路
中
央
の
車
両
路

θ
線
を
必
ず
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
か
ら
機

　
械
に
近
よ
ら
な
い
こ
と
、
特
に
子
ど

　
も
た
ち
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
　
夜
間
除
雪
中
、
対
象
路
線
へ
の
駐

　
車
、
自
動
車
放
置
を
し
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

▼
　
消
火
栓
は
、
い
つ
で
も
は
っ
き
り

　
と
わ
か
る
よ
う
に
目
じ
る
し
を
忘
れ

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
で
も
、
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
有
放
や
回

覧
に
よ
る
除
雪
の
情
報
は
よ
く
キ
ャ
ッ

チ
し
て
い
た
だ
き
、
も
し
、
み
な
さ
ん

か
ら
ご
意
見
や
要
望
が
あ
れ
ば
、
土
木

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
の
防
災

　
　
小
千
谷
地
震
？

　
と
こ
ろ
で
、
雪
の
対
策
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
　
「
数
年
内
に
、
新
潟
県
小
千

谷
市
地
方
に
中
震
程
度
の
地
震
が
あ
る

こ
と
。
」
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
数
年
内
と
い
う
と
、
ぱ
く
然
と
し
て

い
る
よ
・
つ
で
す
が
、
地
震
研
究
の
面
で

は
か
な
り
ど
こ
ろ
で
な
く
は
っ
き
り
し

た
予
想
と
さ
れ
て
い
て
、
わ
た
く
し
た

ろ
に
と
っ
て
、
ふ
だ
ん
の
防
災
の
心
が

ま
え
が
た
い
せ
つ
に
な
っ
て
き
ま
し
た

　
と
く
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
制
限

し
て
し
ま
う
、
雪
と
い
う
や
っ
か
い
な

し
ろ
も
の
の
時
期
に
、
も
し
地
震
が
き

た
ら
と
考
え
る
と
、
恐
ろ
し
い
気
が
い

た
し
ま
す
。

　
必
要
以
上
に
神
経
を
使
・
つ
こ
と
も
な

い
で
し
よ
う
が
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
と
い
い
ま
す
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
環

境
に
応
じ
た
対
策
を
考
え
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
ば
、

●
　
避
難
経
路
、
避
難
場
所
は
だ
い
じ

　
ょ
う
ぶ
で
し
ょ
う
か
。

●
　
近
く
に
第
二
災
害
を
誘
発
す
る
よ

　
う
な
危
険
は
潜
在
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
地
震
の
影
響
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

あ
る
い
は
、
か
り
に
地
震
が
な
く
て
も

冬
の
家
屋
は
、
開
口
部
を
み
ん
な
閉
ざ

し
て
し
ま
・
つ
た
め
、
も
し
も
の
際
は
危

険
が
い
っ
ぱ
い
で
、
被
害
は
想
像
以
上

に
の
ぼ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
戸
外
の
行
動
性
を
で
き
る
だ

け
確
保
す
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

泌ハ

ぞ
う
き
ん
を
寄
付

　
橘
老
友
ク
ラ
ブ
（
会
長
は
丸
山
寛
治

さ
ん
）
に
所
属
し
て
い
る
、
原
田
と
根

深
の
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
三
十
四
人

が
、
　
「
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
炉
る

お
礼
に
」
と
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ぞ

う
き
ん
六
十
枚
を
、
こ
の
ほ
ど
役
場
に

寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
へ
き
地
保
育
所
。
以
前
の
く
せ

が
ぬ
け
な
い
で
、
　
　
　
　
「
季
節

保
育
所
」
と
い
っ
て
し
ま
う
の
で

す
が
、
季
節
保
育
所
な
ら
ぬ
「
へ

き
地
保
育
所
」
は
、
現
在
、
五
か

所
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
原
、
上
野
、
北
田
、
中
仙
田

木
落
の
五
か
所
、
合
計
二
百

九
十
人
の
児
童
に
対
し
て
、

保
母
さ
ん
は
十
六
人
。
町
立

で
あ
る
こ
と
　
年
間
を
通
じ

て
開
設
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
の
ふ
た
つ
を
要
件
に
、
人
件
費

の
県
費
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
、
年
間
開
設
と
い
っ

て
も
こ
の
よ
う
な
豪
雪
地
の
こ
と

冬
期
は
児
童
が
通
う
こ
と
も
で
き

ず
、
結
局
、
開
設
期
間
は
、
四
月

広報プ忽

手
（
申
仙
田
は
五
月
）
か
ら
十
二
月

ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
専
用
の
施
設
と
い
え
る
の
は
南

原
（
写
真
）
と
北
田
の
二
か
所
。

　
ず
れ
も
学
校
に
隣
接
し
て
、
三

遷
の
教
え
な
ら
、
こ
れ
以
上
の
場

所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
落
も
、
冬

保
育
所

季
分
校
使
用
中
で
や
は
り
学
校
に

は
縁
が
あ
り
、
上
野
は
役
場
の
連

絡
所
、
中
仙
田
は
新
装
で
部
落
公

民
舘
が
同
居
し
て
い
ま
す
。

　
先
月
ご
紹
介
し
た
、
伊
友
の
星

名
さ
ん
寄
贈
の
オ
ル
ガ
ン
が
、
四

十
四
年
度
新
規
開
設
予
定
の
赤
谷

へ
き
地
保
育
所
に
配
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
も
っ
力
　
役
場
で
待

機
中
と
い
う
の
も
、
心
楽
し
い
話

題
で
す
。

　
四
期
工
事
関
係
で
、
四
人
の
児

童
が
北
田
に
登
録
さ
れ
て
い
て
目

を
ひ
き
ま
す
が
　
北
田
と
い
え
ば

　
　
原
田
の
池
竹
俊
寄
府
さ
ん
の
乙

　
　
と
が
う
か
ん
で
き
ま
す
。

　
　
　
池
竹
さ
ん
は
、
左
の
手
と

　
　
足
が
不
自
由
で
あ
る
に
も
か

　
　
か
わ
ら
ず
、
四
十
年
以
来
、

北
田
に
通
・
つ
児
童
が
原
田
の
停
留

所
で
バ
ス
に
乗
り
降
り
す
る
手
助

け
を
し
て
お
り
　
三
箇
の
季
節
保

育
所
時
代
、
児
童
が
道
路
を
横
断

す
る
の
を
先
導
し
て
い
た
こ
ろ
を

通
算
す
れ
ば
、
七
年
間
も
児
童
の

め
ん
ど
う
を
み
て
い
ま
す
コ
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赤
い
羽
根

　
　
共
同
募
金
の
結
果

　
十
月
一
日
か
ら
開
始
し
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
は
、
十
一
月
一
日
に
、
は
や

く
も
目
標
額
に
達
し
、
県
の
共
同
募
金

会
へ
送
金
も
済
ま
せ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
し
、
結
果
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

・
戸
別
募
金
・
…
3
3

　
　
　
二
十
四
万
九
千
八
百
二
十
六
円

・
学
校
募
金
・
：
二
万
九
百
四
十
九
円

・
そ
の
他
3
・
＝
＝
：
＝
＝
＝
・
　
千
円

・
た
す
け
あ
い
運
動
育
成
費
か
ら

　
　
・
…
　
四
万
一
千
八
百
七
十
四
円

　
合
計
　
三
十
万
三
千
六
百
四
十
九
円

　
共
同
募
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
募

金
を
お
願
い
し
た
と
き
も
ふ
れ
ま
し
た

が
、
こ
と
し
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に

配
分
と
な
っ
た
十
八
万
五
千
円
の
場
合

は
浅
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
幼

　
①
各
団
体
の
連
絡
や
奉
仕
者
の
研
修

費
に
二
万
円
　
②
法
外
援
護
や
長
期
結

核
入
院
者
の
見
舞
金
三
万
円
③
こ
ど

も
会
の
育
成
と
保
育
所
に
八
千
円
④

母
子
家
庭
の
福
祉
費
五
千
円
⑤
身
障

者
福
祉
に
一
万
五
千
円
　
⑥
火
災
等
の

災
害
見
舞
金
一
万
二
千
円
　
⑦
出
か
せ

ぎ
者
の
補
導
費
二
万
円
⑧
老
人
福
祉

費
に
七
万
五
千
円
。
以
上
で
す
。

町
税
の
納
入
奨
励
金

交
付
基
準
を
引
き
下
げ

　
税
金
の
奨
励
金
は
、
す
で
に
納
税
者

の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
な
じ
み
の
深

い
も
の
で
す
が
、
川
西
町
町
税
納
入
奨

励
規
定
と
い
・
つ
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
規
定
は
、
町
税
納
入
を
促
進
し

よ
う
と
い
う
目
的
で
定
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
合
併
当
時
の
ひ
く
い
納
期
内
納

入
率
に
く
ら
べ
て
、
現
在
は
、
特
殊
の

も
の
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
完
全
に
近

い
納
入
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、

ご
協
力
を
感
謝
す
る
の
は
む
ろ
ん
の
こ

と
、
当
初
の
目
的
が
ほ
ぼ
達
成
で
き
た

も
の
と
喜
ん
で
い
ま
す
o

　
と
こ
ろ
が
、
納
期
内
納
入
奨
励
金
そ

れ
自
体
は
、
税
本
来
の
あ
り
方
か
ら
す

る
と
、
け
っ
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
ぜ
な
ら
、
税
と
い
・
つ
も
の
は
義
務

負
担
で
あ
り
、
そ
の
当
然
と
さ
れ
て
い

る
税
の
納
入
に
、
見
返
り
と
し
て
金
銭

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
納
期
内
納
入
奨

励
金
制
度
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果

こ
れ
ま
で
納
期
内
納
入
税
額
百
円
に
つ

い
て
四
円
で
あ
っ
た
交
付
基
準
を
、
　
一

円
引
き
下
げ
て
、
百
円
に
つ
い
て
三
円

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
新
し
い
基
準
は
、
さ
っ
そ
く
本

年
度
分
か
ら
適
用
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
米
多
収
穫
競
作
会

　
団
体
の
［
位
は

　
　
　
下
原
農
家
組
合

　
昭
和
四
十
三
年
度
米
多
収
穫
競
作
会

の
表
彰
式
は
、
き
ょ
う
十
日
、
上
野
の

農
業
セ
ン
タ
ー
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
が
、

個
人
で
は
室
島
の
高
橋
喜
久
男
さ
ん
、

団
体
で
は
下
原
農
家
組
合
が
、
そ
れ
ぞ

れ
第
一
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
成
績

〈
個
人
〉
　
一
位
、
高
橋
喜
久
舅
（
室

島
）
品
種
日
本
晴
、
十
ア
ー
ル
あ
た
り

の
収
量
八
百
五
十
ニ
キ
ロ
。
二
位
（
二

人
）
、
山
田
勇
（
仁
田
）
同
フ
ジ
ミ

ノ
リ
、
七
百
七
十
六
、
九
キ
ロ
。
高
橋

芳
造
（
伊
友
）
同
越
み
の
り
、
七
百
六

十
七
、
ニ
キ
ロ
。
三
位
（
三
人
）
丸

山
栄
一
郎
（
原
田
）
同
五
百
万
石
、
七

百
五
十
七
、
七
キ
ロ
。
高
橋
正
市
（
三

領
）
同
フ
ジ
ミ
ノ
リ
、
七
百
五
十
一
キ

ロ
。
高
橋
庄
平
（
赤
谷
）
同
日
本
晴
、

七
百
五
十
、
八
キ
ロ
。
〈
団
体
〉
　
　
一

位
、
下
原
農
家
組
合
（
丸
山
仁
吉
、
須

藤
寛
蔵
、
田
中
政
司
、
藤
巻
米
平
、
丸

山
正
平
）
平
均
六
百
七
十
五
、
六
キ
ロ

八
月
に
挙
行

明
年
度
の
成
人
式

　
町
の
成
人
式
は
、
例
年
五
月
三

日
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
参
加
者
の
服
装
な
ど

の
面
で
、
時
期
的
に
問
題
が
あ
り

簡
素
な
装
い
で
参
加
す
る
よ
う
に

と
の
、
公
民
舘
の
呼
ぴ
か
け
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
効
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
き
ょ
う
十
日
、
関
係

者
で
協
議
し
た
結
果
、
八
月
開
催

が
本
決
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
と
り
あ
え
ず
、
結
果
に
つ
い
て

の
み
わ
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
国
民
年
金

保
険
料
が
5
0
円
増

　
明
年
1
月
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
が
50
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

20

～
3
4
才
月
額
二
百
五
十
円

35

～
5
9
才
月
額
三
　
百
　
円

　
こ
れ
は
、
昭
和
4
2
年
－
月
か
ら

夫
婦
で
1
万
円
（
月
額
）
と
い
う

支
給
額
に
な
り
、
こ
れ
に
と
も
な

い
、
す
で
に
ム
「
回
の
引
き
上
げ
が

決
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
の
給
付
は
、
保
険
料

納
入
が
も
と
に
な
っ
て
算
定
さ
れ

ま
す
か
ら
、
納
期
内
に
必
ず
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

阿1大丸高中上長
部嶋山橋村村野

正美弘宏桂　 尚

人幸和子子工美

巌
長
女

良
一
長
男

春
夫
長
女

昭
二
長
女

幸
吉
長
男

恒
男
長
女

武
長
男

四
郎
兼

上
野

中
島
町

学
校
町

申
屋
敷

上
野

中
島
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

す鳶

羅総講
村根田田星
越津中申名

昭幸英君幸
：男子雄・子吉

村
越
ミ
ヤ
子

元
町

仁
田
か
ら

発
電
所
通

＋
日
町
か
ら

野
　
口

野
　
口
か
ら
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十沖鹿中茨野十申十学栃伊小原野野元鶴東室室
島

東
京
都
か
ら

吉町
か
ら

口口
か
ら

田

小
千
谷
か
ら

伊
友

栃
尾
市
か
ら

学
校
町

＋
日
町
か
ら

申
仙
田

＋
日
町
か
ら

野
　
口

茨
城
県
か
ら

中
仙
田

鹿
児
島
か
ら

沖
立

＋
日
町
か
ら
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阿小五丸太太長岡小高梅柄児尾大金高高小南
部林十山田田谷島嶋橋本澤玉身原山橋橋幡雲
　　嵐　 由　 川　　　　キ
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富中長上田田大大十三南沖東山燕霜高高仁中

田
か
ら

倉倉
か
ら

條市
か
ら

山
野
田

東
京
都
か
ら

沖
立

南
蒲
原
か
ら

三
領

＋
日
町
か
ら

大
臼
倉

田
　
中

田
　
中
か
ら

上
野

長
岡
市
か
ら

中
仙
田

富
山
県
か
ら

⑳　
新
郎
　
相
崎
　
克
巳
　
沖
　
立

恥
稽
こ
鰻
福
、
瀟
飾
ら

柄高桐小小阿
澤野生林林部

マ　周林力正
ツ武平平ウ人

小
林
卯
之
助

大
塚
　
イ
カ

片
桐
覚
平

戸
田
辰
太
郎

安
本
そ
の

半
藤
キ
ョ

高
野
　
ッ
ヤ

相
馬
松
太
郎

申
村
キ
ョ
ノ

青
木
庄
吉

丸
山
ト
モ

中
島
町

中
屋
敷

中
仙
田

大
臼
倉

室
島

沖
立

元
町

高
原
田

小
臼
倉

仁
田

発
電
所
通

学
校
町

中
仙
田

木
落

大
臼
倉

田
戸

原
田

八八八八八八八七七七七七七五五四
七五五二二一〇九五五四四三五一五〇

　
　
　
柴
　
　
輪
　
　
帯

小

雛
鼎
瀬

　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
婦
人
学
級
　
臼
井
　
　
ト
ヨ

〇
三
す
じ
づ
2
一
畝
の
蕪
菜
宇
え
揃
ふ

稲
埃
あ
び
た
る
蜘
蛛
の
糸
見
ゆ
る

　
　
　
同
　
　
　
高
橋
　
章
子

唐
辛
子
日
射
ま
と
も
に
色
づ
き
し
，

　
　
　
在
和
歌
山
　
金
子
　
　
洋
石

心
せ
く
事
の
み
多
し
年
の
暮

　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
　
越
人

葱
白
く
並
べ
干
し
あ
る
小
春
か
な

子
の
か
ば
ん
銀
杏
落
葉
の
入
れ
て
あ
り

　
　
　
婦
人
学
級
　
白
井
す
み
え

針
運
ぶ
指
に
残
り
し
稲
疲
れ

　
　
　
同
　
　
　
数
藤
ひ
さ
ほ

木
せ
い
の
咲
く
校
門
と
立
寄
り
し

　
　
　
同
　
　
　
南
雲
　
良
子

忘
れ
た
き
こ
と
多
き
日
の
落
葉
掃
く




